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	《医療と介護の連携推進小委員会》
資料１　医療と介護の連携のための研修会要項
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資料４　平成28年度第２回医療と介護の連携推進小委員会会議

（要旨）

	７　議　題
	　（１）　医療と介護の連携のための研修会要項について


	８　議　事
（委員長）
　平成28年度第３回医療と介護の連携推進小委員会の議事に入る。議題（１）医療と介護の連携のための研修会要項について、事務局より説明をお願いします。
（事務局）
　《【資料１～３】説明》
資料１は、先刻の高齢小委員会で配布した資料８と同じものであります。来年２月４日に慈恵医大附属第三病院慈恵第三看護専門学校６階大教室で開催を予定しております医療と介護の連携のための研修会について、前回委員会で内容の大要を詰めた結果をまとめてあります。研修会は、市内の医療と介護に携わるプロフェッショナルたちが、複雑、複合化した課題を基にアセスメントや支援計画、連携のネットワークづくりなどを討論することにより、多職種による支援の連携の基礎となる“顔の見える関係”を創り出すための初の試みであります。
研修会は、午後１時から５時までの４時間、会場は午後０時30分に開場いたします。次第概要として、まず福祉保健部長より「狛江市の医療と介護を取り巻くパースペクティブ・フレーム」と題しまして基調講演を申し上げます。次に本日の資料３、こちらは現時点では作成中でありますので、本日は委員限りの配布とさせていただいておりますが、ケース事例を基にしたグループ討議及び発表で約３時間強をとります。最後に高橋委員長からのまとめ・講評を行い、研修会を締めくくります。
参加者の募集については、すでに資料２のチラシにより開始をしており、大内委員の協力でケアマネ連絡会において約70枚の配布をしております。参加エントリー方法は、専用のエントリー用紙に①氏名、②年齢、③職種、④経験年数、⑤研修会の案内送付先を記入の上、健康推進課まで郵送、メール、電話等により申込みをすることといたしました。エントリー締切は本年12月28日を予定しており、エントリーされた方には、来年１月に研修会のご案内とグループ分け一覧表を郵送いたします。資料の説明については以上であります。
（委員長）
　研修会チラシはどこに配布する予定ですか。
（事務局）
　12月15日号の広報こまえで公募するほか、医師会、歯科医師会、薬剤師会、訪問看護ステーション連絡会、ケアマネ連絡会、ヘルパー事業所連絡会、包括支援センター、慈恵第三病院及び市職員専門職に依頼する予定です。
（委員）
　慈恵第三病院では、各部長、薬剤部、メディカルソーシャルワーカー、看護職のほか医師にも出ていただけるように配布します。また12月末の段階でどのくらいの人数が集まっているのかを通知していただくとともに、今回会場となる専門学校は別組織ですので、専門学校長あてに依頼文が必要です。
（委員長）
　会場には何人くらい入りますか。
（委員）
　150人程度入りますので６つから７つのグループは作ることができます。今回は初回なので次回以降の核になる人を作るということでよいと考えています。
（委員長）
　医療保健系と介護系は同じくらいの人数にしたいです。極端に違っていた場合、少ない方を追加で掘り起こさなければならないと思います。
（委員）
　このエリアの業種別就業人数にもあるが、１テーブルに医師、看護師は少なくとも１人入って欲しいと思います。
（副委員長）
　介護予防に関心のある人が何人くらいいるのかわからないが、勉強会も出る人が限られているのが現状です。医師会からも参加を呼び掛けています。
（委員）
　医師会としては診療時間の兼ね合いがあるため時間設定が厳しいです。
（副委員長）
　医療の中にはリハビリの先生も含まれますか。
（委員長）
　含まれます。医師、看護師に限らず参加を呼び掛けたいと思います。
　また役割と準備をどのように進めるのでしょうか。具体的には（１）ワークシートをどのように作っていくのか、（２）全体ファシリテータとグループファシリテータの配置方法、（３）研修会の総合司会も決めなければならないと思います。
（委員）
　ケースは委員の原案でよろしいと思います。
（委員）
　グループの数や参加人数にもよりますが、ファシリテータについてはもう少し準備が必要です。
（委員長）
　あと２ヶ月あるので企画実行委員が時間を取って150分の展開をどう進めていくかを考えてほしいと思います。一番難しいのは、ケースワークをどう作っていくかです。これは研修の道筋をよく考えないと出てこないと思います。ワークシートを考え、それを埋めていくことを想定して進めるべきです。それにより医療と介護の間の共通項や相違が見えてくるのではないでしょうか。いずれにしもワークシートの具体案を考えてほしいと思います。
（委員）
　ワークシートの作成はできるとしても、グループ分けをした際のファシリテータは何人くらい置くのですか。
（委員長）
　全体のファシリテータ１名と各グループのファシリテータを１名置くことを考えています。
（委員）
　最初にアウトラインを説明しないと事例を医学的に読み解くことは難しいと思います。そのためアウトラインの説明を全体ファシリテータが行い、各グループの議論に持っていくことが必要です。ただ一度に多くの話が出て来ても効果的ではないので、ワークシートの分量は多くはいらないと思います。模造紙にポストイットなどを貼り付けていく方法でもよいのではないでしょうか。いずれにしても150分は長いようで短いと思います。
（委員長）
　150分でできるのはテーマとして３つが限界です。最初の前置きの後、このケースでいえば、（１）Ａさんの個別アセスメント表の作成について、医療系と介護系で何に重点を置くかが変わってくると思います。（２）狛江ではＡさんをどのように支援できる地域社会なのかについては、地域のアセスメントです。（３）それを踏まえてどういう支援計画を作ることができるのか、かつ第二、第三のＡさんが出現しないようにしていく社会的な構築へとつなげることができればよいと思います。全体を通して医療と介護の考え方の違いを認識できればよいと思います。そうした研修ができて、相互の違い、長所、短所が認識できるのではないでしょうか。そのためのファシリテータの展開、みんなが確認するためのワークシートが必要です。これを年内には企画実行委員で決定することとします。
（委員）
　プログラムについては、企画実行委員において中身を構築して進めたいと思います。
（委員）
　10グループができるかどうかわかりませんが、模造紙を貼り付けるホワイトボードが全部準備可能かどうかは不透明です。机の上に置く方法でもよいのではないでしょうか。また市から必要なものは持って来てもらえるのかについても企画実行委員会で確認していただきたいと思います。外部から参加する人を募ってやるものなので、ある程度道筋を作り参加してもらう必要があります。問題点を抽出して、お互いの見方がどれだけ違うのかを認識すべきです。調布市では毎月「他職種の輪」というものを調布市医師会の先生が行っています。
（委員）
　言い方の問題ですが、アセスメントというと難しく考えられてしまうので、「本人に確認したいこと」などとした方がよいのではないでしょうか。先生方は何を気にされているのかを考えることが重要です。
（委員長）
　アセスメントを必ずしもやるというわけではなく、３つくらいのテーマを出して話し合いをまとめるためのワークシートがなければ、150分間ただ言い合うだけとなってしまいます。きちんと記録に残せるよう、これらは企画実行委員が議論をまとめ決定していただきたいと思います。
（委員）
　第１回の研修会は何を目指しているのでしょうか。ワークシートを作り共同作業を行うことは必要ですが、何を作りあげる場なのかを明らかにすることが重要です。目的は、どのような人がいて、どのような考え方を持っているのかを認識することです。お互いに専門性をどう語るかのルールも含めて確認したいと思います。
（委員）
　毎月開催している勉強会でも結論がわからないものがあるので、どのように今後話し合いを進めていくのかを考えなければならないと思います。ただ大まかなところは示さないと混沌としてしまうので、事前に作り込める部分は作り込んでおくべきです。
（委員長）
　企画実行委員は、遅くとも年内には結論を固めて各委員に配信をしてください。
（委員）
　資料３の取扱いはどのようなものですか。
（委員）
　生存者ではなく、架空に近いものと考えてください。
（委員長）
　それでは企画実行委員会の結論を待つこととして、年明けの研修会に臨みたいと思います。

【追記】第１回企画実行委員会は11月28日（月）午後６時30分よりあいとぴあセンターで開催（企画実行委員の間で決定）
（了）
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